
●峡南の人口（平成30年11月1日現在）
　男 24，105(-430)　女 25，412(-634)　計 49，517(-1，064)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　)は平成29年11月1日人口との比較
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下山小学校６年　髙橋 七海
市川南中学校３年　菊地 彩花

上野小学校４年　木内 萌心

増穂小学校２年　前橋 佳奈
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　一般会計の収入総額は16億7400万1735円でした。

これは構成5町からの分担金及び負担金が主なもので歳

入の『96.2%』を占めています。

　分担金及び負担金のうち、職員人件費や一般的な事業

運営費等の組合費負担金が13億6135万2千円、町のパ

ソコン端末のリース料・安全に端末が使用出来るように

するための修理や保全にかかる保守料・システム使用料

等の町電算システム負担金が1億4281万1千円、各町の

ネットワークをつなぐ広域ネット運営費負担金が3760万

5千円、養護老人ホーム慈生園入所者の生活費・事務費

等の民生費負担金が6839万9702円となっています。

歳　出（組合で使うお金） 歳　入（組合に入るお金）

一　般　会　計一　般　会　計

分担金及び負担金
1，610，167，702円（96.2％）

使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
諸 収 入

720，090円
0円
0円

21，236円
500，000円

18，160，373円
19，401，699円

（1.2％）

歳出合計
1，641，672，141円

消防費
1，010，612，863円
（61.5％）

総務費
443，064，798円

（27.0％）

民生費
101，724，277円
（6.2％）

議会費
1，430，745円
（0.1％）

公 債 費
諸支出金
予 備 費

歳入合計
1，674，001，735円

60，773，458円
24，066，000円

0円
84，839，458円

（5.2％）

繰入金
20，564，000円
（1.2％）

繰越金
23，868，334円
（1.4％）

議会費

総務費

民生費

消防費

 【一般会計】【介護保険特別会計】【峡南ふるさと市町村圏特別会計】　　　　の3つの会計の決算が平成30年10月定例議会において認定されました。

一般会計・特別会計決算認定

組合議員の報酬の他、議会運営にかかる経費で

す。

老人ホーム慈生園に入所している方の生活費及

び施設運営費となっています。

消防本部の運営及び

消防施設整備にかか

る経費となっています。

峡南広域行政組合事務局総務課・厚生支援課・計算

センターの運営にかかる総務費等の経費・業務費

となっています。



歳　出 （組合で使うお金） 歳　入（組合に入るお金）
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 【一般会計】【介護保険特別会計】【峡南ふるさと市町村圏特別会計】　　　　の3つの会計の決算が平成30年10月定例議会において認定されました。

介護保険収入
179，301，562円
（77.1％）

内訳
保険収入
一部負担収入

繰入金
35，000，000円
（15.1％）

介護保険事業収入
財 産 収 入
寄 付 金
繰 越 金
諸 収 入

3，112，650円
4，163円

0円
14，914，583円

37，046円
18，068，442円

（7.8％）

民生費
201，293，225円
（90.4％）

146，868，048円
32，433，514円

内訳
132，423，621円
23，429，818円
29，489，042円
7，649，967円
8，300，777円

　峡南広域行政組合では、一般会計とは別に慈生園の介護老人福祉施設・デイサービス

センター事業・居宅介護支援事業・訪問介護事業の経理を他の会計と区別する介護保険

特別会計があります。

施 設 入 所 運 営 費
施 設 入 所 処 遇 費
通 所 介 護 運 営 費
居宅介護支援事業運営
費

特別養護老人ホーム施設職員の総務費等
の事務管理にかかる経費です。

養護老人ホーム入所者のケアプランの作
成等にかかった経費です。

デイサービスの運営にかかる経費です。

特別養護老人ホーム入所者の生活にかか
る経費です。

歳出合計
222，607，225円

歳入合計
232，370，004円

介護保険特別会計介護保険特別会計

施設入所運営費

施設入所処遇費

通所介護運営費

居宅介護支援事業運営費

養護老人ホーム入所者の介護サービス提
供にかかった経費です。

訪問介護運営費

諸支出金
21，314，000円
（9.6％）

一般会計・特別会計決算認定平成29年度

　歳入の主なものは、国民健康保険団体連合会等から

支払われる保険収入と介護サービス利用者から徴収さ

れる一部負担金で、

この2つが歳入総額

の『77.1％』を占め

ています。
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一般競争（指名競争）入札参加資格申請の受付が始まります。
平成31・32年度分の入札参加資格申請の受付を実施します。

受付期間

申請方法

平成31年2月1日（金）～平成31年2月28日（木）
午前9時～午後5時（正午～午後１時を除く）
峡南広域行政組合ホームページ（12月下旬掲載予定）をご確認ください。
http://www.kyonan.jp/

歳　入 歳　出
県 支 出
金
財産収入
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

総 務 費
事 業 費
諸支出金
計

事業費の内訳（単位：円） （単位：円）

0
3，663，933
6，064，000
573，438

46
10，301，417

1，589，548
4，877，101
3，736，000
10，202，649

教育文化圏づくり事業

創発的な産業圏づくり事業

体系的な基盤づくり事業

富士川農林学校開催費

観光PR事業費

ホームページ運営費

3，064，985

541，280

1，270，836

事　業　名 予算額 主な使いみち

峡南ふるさと市町村圏特別会計峡南ふるさと市町村圏特別会計



薬の内服

金銭の管理

日常の意思決定

集団への不適応

買い物

簡単な調理

1．

2．

3．

4．

5．

6．

　『薬の内服』の項目は、介護を行う方が薬の分包をしたり、ご自身で服薬カレン
ダーを使用して確認しているなど、実際に行っている介助の方法をお答えくださ
い。最近薬の飲み忘れが多くなったなど、以前と変化がある場合にも認定調査員
にお伝えください。
　『金銭の管理』の項目は、細かな収支の確認ではなく、誰が管理をしているかを
お伺いします。全て介助を行う方が管理をされているのか、また、お小遣い程度の
少額は自身で管理されているかといった内容ですので、実際に調査員が通帳や口
座を確認することはありません。
　『集団への不適応』の項目は、昔からの性格で地域のイベントや家族以外の集ま
りなどに参加するのが苦手であったり、デイサービスでトラブルがあったりなど、
集団への参加を拒んだり、集団へ適応することが難しい場合が有るか無いかをお
伺いします。
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今回は「⑤社会生活について」と「⑥医療について」を詳しくお伝えします。

介護保険の認定調査内容
厚 生 支 援 課 通 信

みなさんこんにちは。峡南広域行政組合厚生支援課です。
前回に引き続き今回の「厚生支援課通信」では、認定調査員がみなさんのお宅などに
訪問して、直接お話を伺う『認定調査』の内容をご紹介します。

「認定調査」基本調査内容
①身体の動きについて（13項目）
②日常生活について（12項目）　
③もの忘れについて（9項目）
④対応が必要な行動について（15項目）
⑤社会生活について（6項目）
⑥医療について（12項目）

認定調査は同じような心身の状態の方が同等のサービスを受けら
れるように設けられた、全国共通の基準で行われます。認定調査項
目は全て必要な内容であり、もの忘れに関する質問も全ての方にお
伺いしています。たくさんの項目がありますが、ご理解とご協力を
お願いします。

認定調査についてのお問い合せ先
峡南広域行政組合 厚生支援課 
〒409-3244 山梨県西八代郡市川三郷町岩間495
 TEL0556-32-5015

今回は、「社会生活について」、「医療について」の内容をご紹介しました。
当日どのような認定調査を行うか参考になりましたでしょうか。
今後も認定調査にご理解とご協力をお願いします。

認定調査の内容につきましては、厚生労働省が定める
「要介護認定 認定調査員テキスト」を基に全国で統一されております。

点滴の管理
中心静脈栄養
透析
ストーマ
（人工肛門）の処置

1．
2．
3．
4．

疼痛の看護
経管栄養

8．
9．

酸素療法
レスピレーター
（人工呼吸器）

気管切開の処置

5．
6．

7．

モニター測定
（血圧、心拍、酸素飽和度等）

じょくそうの処置
カテーテル
（コンドームカテーテル、留置カテーテル、ウロストーマ等）

10．

11．
12．

社 会 生 活 に つ い て

医 療 に つ い て

処置内容 特別な対応

薬の内服や金銭の管理に介助が必要であるか、また、地域のイベントなどに参加したり買い物に出かけたりするな
ど、社会生活を送るうえでどのような介助が行われているかをお伺いする項目です。

継続的に下記の処置や特別な対応が行われているかについてお伺いする項目です。定期受診の際に点滴の処置を行
っていたり、透析や酸素治療を継続して行っていたりするようでしたら認定調査員にお伝えください。専門的な項目
になりますので、該当するような医療を受けているかわからない場合には、事前に医療機関にお問い合せください。

社 会 生 活 に つ い て

医 療 に つ い て



 【一般会計】【介護保険特別会計】【峡南ふるさと市町村圏特別会計】　　　　の3つの会計の決算が平成30年10月定例議会において認定されました。

一般会計・特別会計決算認定

Vo l . 7 1  K YONAN 6

（2019年10月１日～）

住宅用火災警報器を直ちに
設置しましょう。

ご不明な点がございましたら、消防本部までお問合わせ下さい。

峡南（広）消防本部　TEL.055-272-1919（代表）

○平成２８年１２月２２日、新潟県糸魚川市で発生した大規模火災を

受け、飲食店に対する消火器の設置基準が改正されました。

○建物の延べ面積150平方メートル未満の飲食店でも平成３１年１０月

１日から消火器の設置が必要です。（150平方メートル以上は、従前

から設置が必要です。）

○こんろなどの火を使用する設備又は器具に、防火上有効な措置（調

理油加熱防止装置など）が講じられている場合は設置する必要はあ

りません。

○設置した消火器は、設置後６ヵ月ごとに点検し、１年に１回管轄の消

防署へ点検の結果を報告する必要があります。

火を使用するすべての飲食店に
消火器の設置が必要となります。

消防法令が改正

小規模な飲食店でも設置が必要に

点検の実施・結果を報告する必要も

火を使用するすべての飲食店に
消火器の設置が必要となります。

◆峡南（広）消防本部では、毎年４月に管内の一般住宅や共同住宅を対象に、
　住宅用火災警報器の設置・維持管理状況について、職員が現地調査を実施しています。
◆平成３０年度の調査結果は、設置率７７%と全国平均８１．６%を大きく下回っています。
◆住宅用火災警報器は全ての世帯で設置が必要です。まだ設置していない世帯については、直ちに
　設置をしてください。

未 設 置 多 数 ！



 【一般会計】【介護保険特別会計】【峡南ふるさと市町村圏特別会計】　　　　の3つの会計の決算が平成30年10月定例議会において認定されました。

一般会計・特別会計決算認定
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事　業　所　名

株式会社アスクテクニカ C

株式会社マルアイ B

（株）はくばく B

身延山久遠寺 B

中央化学株式会社山梨工場

下部ホテル

順　位

優　勝

準優勝

3　位

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

屋内消火栓の部
事　業　所　名

身延山久遠寺

峡南医療センター企業団市川三郷病院

峡南医療センター富士川病院

順　位

優　勝

準優勝

3　位

消火器の部（女性の部）
事　業　所　名

株式会社アスクテクニカ C

（株）はくばく A

峡南医療センター企業団市川三郷病院

（株）はくばく B

株式会社アスクテクニカ B

身延山久遠寺 B

順　位

優　勝

準優勝

3　位

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

消火器の部（一般の部）

第37回

　峡南消防本部主催、峡南防火協会後援の第37回消火技術競技大会が

11月7日に開催され、管内の16事業所から、消火器の部に16チーム、女

性の部に6チーム、屋内消火栓の部に15チーム、総勢51名が参加しまし

た。選手は日頃から各事業所で行われている消火訓練の成果を十分に

発揮し競い合いました。その結果は下記の通りです。

消火技術
競技大会開催！
消火技術
競技大会開催！



防火ポスター優秀作品

中学生の部
小　　　学　　　生　　　の　　　部

最
優
秀

優
秀

入
　
　
選

努
力
賞

1・2年生 3・4年生 5・6年生

小林　梨紗

渡井　のあ

2年

1年

雨宮　光喜
山田　依緒
熊王　彩吹

2年
2年
2年

鈴木　悠斗
藤本　泰成
小菅琉愛斗

4年
4年
3年

鰍沢小
身延清稜小
栄 小

岩浅 あおい
山田笑太朗
遠藤　優月
佐野　楓夏
篠木　晴美

2年
1年
1年
1年
2年

身延小
睦合小
富河小
下山小
市川東小

大原匠太郎
小沢　　光
杉本　佳駿
前橋　凜佳
小池　杏奈

4年
4年
4年
4年
3年

市川小
市川小
上野小
増穂小
増穂小

遠藤　蒼那
布施　愛華
樋口　穂実
佐野　　歩
金丸　晴音

6年
6年
5年
6年
5年

市川小
増穂小
鰍沢小
鰍沢小
鰍沢小

渡邉　菜津
前澤　佳月
熊谷　　樹
森田　陽咲
山本　愛莉

1年
2年
1年
3年
3年

六郷中
身延中
増穂中
早川中
南部中

市川南小
早川南小
早川北小

佐野　遥斗
野澤　　星
小林　一葉

6年
6年
5年

万沢小
大塚小
増穂南小

望月　美来
渡辺　笑梨
深沢　歩叶

1年
2年
2年

鰍沢中
身延中
身延中

市川小

市川小

前橋　佳奈2年 木内　萌心４年 髙橋　七海6年下山小 菊地　彩花3年市川南中上野小増穂小

遠藤　まな

依田　愛里

４年

４年

市川小

身延小
長田　佳大

長坂　榛音

6年

5年

六郷小

睦合小
中野　佳奈

望月　希美

2年

2年

三珠中

南部中

防火ポスター入賞者発表防火ポスター入賞者発表

市川小学校 2年　小林 梨紗

市川小学校 1年　渡井 のあ

市川小学校 4年　遠藤 まな 身延小学校 4年　依田 愛里

六郷小学校 6年　長田 佳大

 睦合小学校 5年　長坂 榛音

三珠中学校 2年　中野 佳奈

南部中学校 2年　望月 希美

平成30年度

児童・生徒の火災予防の啓発とモラルの高揚を図るため、管内の小中学生から防
火ポスターを募集しました。本年度は、小学生358点、中学生87点、合計445点の
応募があり、厳正な審査の結果入賞作品が決定しました。
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